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五 音韻史的考察
以下 まず各漢字 の聲韻母が チベ ッ ト文字 で どのよ うに寓 されてい るか を具盤
的に見 る ことに しよ う。個 々の扱い の検討 には他 のチベ ッ ト文字轄憲資料 と比
較 する必要 があるが,紙 数 の關係 で詳 しくこれ を行 えない。拙著 『敦煙資料に
よる中國語 史の研究』 の該當箇所 を参 照願 えれ ぱ幸 いである。
[聲母]
牙音
○見母(*k一)に屡す る40字98例は,チ ベ ッ ト文字k一で罵 され るのが普通 で
あ るが,9一が用い られ る場合 も若干存在す る。それ らは,迦ge(22_出 現行
数を示す,以 下同じ),gye(10),居gyi(04,07),観gwan(35),gwon(46),
軍gyung(49),過gwa(31),見gyen(31),巻gyan(61),救gyi(44)の8
字11例であ って,前4字 が平聲字,後4字 が去聲字 であ る。 その うち平聲字 の
迦,観,軍 にはまたk一 による封音 も出現 する。 しか し全艦 として見れば,他
(13)
のい くつかの藏文轄寓資料に見られたような
漢語の惣(:::::;綴聡:/『∴)
とい う分布は見 られない。 したが ってチベ ッ ト文字の有聲/無 聲の封立 に よっ
て漢語聲調 の差異 を表現 しよ うとす る明白な意圖は観察 しえ ない と言 うべ ぎで
あろ う。 「解」字がhe(38),ke(17)二様に爲 されてい るのが注 意 され る。
前者は 「解腕」 の語 に用い られてい るのに封 して,後 者は 「寳珠理略 を解 く」
とい う動詞 に用 いられてい る。 「解」には匝母の音 もあるが,し か しこの雨例
は ともに見母 の音 に讃むべ き場合 であ る。 ただ 「解脱」に關 しては,KやTD
といった資料 にはk一 で表記 してあ った ものの,NT .・FPではh一 で寓 し,
「解脱」 の場合 厘:母に讃 む ことのあった ことが知 られ ている。 このテキス トで
「解脱 」の 「解 」がheと 書 かれ ている ことは,し たが って,背 景 にある音系
を考え る うえで重要 な材料 となる。
「降」がkjang(43)と書かれ てい るのは奇妙 な樹音 である。ka字 の下 に書
かれたjaは 或いはyaかも知れず,そ の場合にはkyangと なる。江韻 の主母
音 はeで篤 され るこ とも多 く,前 寄 りのaで あ った可能 性があるが,拗 音 にま
で進んでいた ことを示す資料 は今 の ところ外にはない。 しか し個 別的には他 の
こ等韻牙喉音で拗音化 していた兆 しがあ り,ま ん ざら不 可能 な解繹 とも言 えな
い。
剛to(35)は不 明。剛字 は別 にkoで も現われ るので,こ れは何 らかの誤 り
に違い ないが,そ の原因については不 明 としか言い様が ない。
故bku(51,53),鼓bku(43)などのトを冠 した例については後で一括 して
(1)
鯛れ るので,こ こには扱 わない。[k一:82,9一:11,bk一:2,kj一:1,h一:1,t一:1]
O漢 母字 は都合10字17例中,k一で寓 す ものが1例 ある以外すべ てkh一 で窩
され る。 困"i(44)は字形 の類似か ら 「因」 に誤 った ものである ことが 明白で
(1)数 字 は用例 の延 べ敷 である。た とえば同 じ文字 「故」をkuと書 く例 が4回 で る時,同 じ文字
で あって も4と な る。
(14)
あ り,韻 尾 の 一nが落 ちてい るのは先行する 「被 」byiに釣 られ た ものであろ
う。 ちなみに鐘掻の 一n韻尾脱落例 は他 に もある(壷dzi,入zhi)。[kh一:15,
k:1,"一:1]
○群母字は誤讃 の2例 を除 ぎすべてがg一(實 際 にはgy一)であ って規則 的で
ある。誤讃 と思われ るのは,禁lim(38)および巨1i(33)であ るが,前 者は音
符 の 「林」 を讃 んだ もので,後 者は 「呂」に誤 った もの と考え られ る。 一艦 に
このテキス トにはこの種 の誤 りが非常 に多い。[9一:15,1一:2]
.○疑偲 は軍純 なg一 と'aを 前接 させた'g一 とい う表記が相半ばす る。他 の
チベ ッ ト文字轄篤資料に見 られ るよ うに,後 者が[ロg]を 意圖 した ことは明 ら
か であって,前 接 の'aを 付け ない軍純なg一 は このテキス トの所 々に観察 さ
れ るル ーズな音寓 と言 って よい。 疑tshi(51)は「療」に誤 った もので ある。
['g一:9,g一:11,tsh一:1]
喉音
○ 饒母字 は数が 少な く計5字 しか 出現 しないが,う ち3字 が正例 の聾 で寓 さ
れ る。他の2字 は,蝋khyar(41)と興tying(32)である。前者 のよ うにkh・を
用 いる例 は他 の資料 に も時 に現われ る もので,音 の近似か ら有得べ ぎ誤 りとは
見徹 し得て も,そ こに何 らかの音攣化 を見て取れ るよ うな性質 のものではない。
後者は音 か らは説 明が困難 であ って,お そ らくはチベ ッ ト文字 のty一 とhy一
の字形が割合 に近 い ところか ら書 き誤 った もの と見倣す のが正 しい と思われ る。
[h一:8,kh一:1,t一:1]
○ 厘:母字は都合17字中,唯 一例 を除 きすべ てh一 で窟 されていて,問 題が な
い。瞬母 の場合 と同 じ く,'kh一で篤す例が一例見え る(信'khu(52))が,こ
れ も他の資料(DA)に 例があ る。曉母 ・厘母は全 く同じ扱い で,お そ ら くは
匝母の無聲化を反 映す るものと考え られ る。[h一:38,'kh一:1]
○影母は墜倒的多数が"一す なわ ち"a-chenで表記 され る。 このチベ ッ ト文
字の音贋は普通に聲門閉鎖音[9]と 考え られていて,漢 語の影母字 を表記 す
る文字 としては最 も 相鷹 しい もの と考 え られ る。 例外的な 野音 としては畏を
(15)
yu(15)(他に"uの 例 もあ る),依 をyu(52)とする よ うなy一 を用い た例が
あるが,こ れ はむ しろ喩母(以 母 ・云母)の 扱い であって,も ちろん正例 では
ない。畏 がshi(49)とも書かれ る ことにつ いて は誤讃 であろ うが,何 に誤 っ
た ものか不 明である。 このテキス トの特異 な扱い としては悪 をhag(46),於を
hi(23)とす るようなh一に よる影母 の轄 寓である。 おそ らく影母 のかな り強 い
聲門閉鎮を表わす意圏 でh一 を用い た もの と考 えられ るが,こ の爾字は またそ
れぞれ正 しく"ag(3例),"i(4例)と も書かれ ているか ら,あ くまで例外的
な扱 い とすべ ぎことは言 うまで もない。h一 を用いた轄爲が コータ ン文字書窺
v
(2)
金剛経 に2例 出現 する ものの,チ ベ ッ ト文字 資料 にはほ とん ど例 を見 ない。
["一:70,h一:2,y一:2,w一:1,sh一:1]
○以母(喩 母4等)と 云母(喩 母3等)は 影 母 とは樹 照的に,y一 で窟 され
るのを正例 とする。"一 を用 いた例が,以 母に2例(以"i,遊"i)云 母 は1例
(有"i)見 られ る ものの極 く少数 に止 まっている。以 ・云母 の間には扱 いに違
いが見 られないので,爾 者 は合併 して軍一の喩母/」/にな っていた と考 えてよ
い。例外 につ いて言 えば,「雨」字 を10(43),1yo(49)としているのは 「爾」
字 に誤 って讃んだ ものであ ることが 明白であ るが,「雲」 をmyi(43)と す る
理由は不 明で ある。「雲」 は このテキス トで も他 の箇所 ではyun(48)と な っ
てお り,こ れが正例 である。[以y一:21,"一:3,w一:1;云y一:19,1一:2,'一:3,
"一:3,m一:1]
舌頭音
○端母字 は合計8字34例 あ るが,多 敷がt一に よ り,少 数がd一 に より窟 され
る。その少数例は,頂de(53)多da(61),刀do(37)で あ って,見 母の場
合 と同 じ く聲調を考慮 した轄窟 とは考え られない。[t一:31,d一:3]
0透 母 は9字,例 外な くth一で轄篤 する。[th一:16]
○定母 は矢 張 り10字30例すべてがd一 で寓 して,規 則的 な劉鷹 を示 している。
[d一:30]
○泥母 。開音節 には'd一(d一)を用 い,鼻 音韻 尾を持つ音節 にはn一 を用 い
る とい う扱 いは,こ のテキス トでは例外 がない。 もとより音韻 としては一個 の
(2)拙 稿 「コー タン文書中の漢語語彙」,r漢語史 の諸問題』(京都,1988),p.100.
(16)
/nd/を立 てれ ば十分 である。褥1ug(61)のよ うに泥母字を1一 で寓す例は他
の資料 に も見 られ るが(0,0a:やは り縛字 の例),調 音黙の近 い ことに由來 す
る不注意 な誤 りであ って,泥 母 と來母 の相 通を考えるべ ぎではない。['d一:2,
d一:2,n一:25,1一:1,m一:1]
舌上 音
○知母は4字 すべてがc一 で韓篤 されてお り,ひ とつ の例外 もない。 〔c一:7]
0徹 母 は2例 しか ないが,と もにch一で窩 されてい る。[ch一:2]
0澄 母字は多数がj一を用いて寓す ものの,池ci(32),長co(03,07),tso(03),
逐zhu(35)の よ うな例 外 もある。 しか し特に説明が 必要な封音 とは言えな
し、。[j一:9,c:一2,ts一:1,zh一:1]
○媛母 は三十六字母 中にこそ存在す るが,普 通 には泥母 と同一聲母で あると
見倣 され濁立 した:地位を與え られ ることが少ない。ただチベ ット文字に よる轄
寓資料では'j一で寓 され るのが定例 で,泥 母 の扱 い とは異 なる。筆者は この扱
(3)
いに立脚 して,嬢 母 を泥母か ら歴別 して/nd2/を立 てた。 このテキス トの蜀
音,女'ji(08),'dzi(08),zhi(09),尼ji(25),'dzi(07)もこれ を支持す る
と思われ る。ただ し以上の舌上音 の例はすべて三等の場合 であ って,二 等は例
がな く不 明で ある。['dz一:2,'」一:1,j一:1,'zh一:1]
○來母 につ いて,舌 音 の最後 に鯛れてお くこ とにす ると,全 部で19字21例が
現われ る中,一 つ として例 外な く1一で窟 され ている。[1一:52]
歯頭音
O精 母はts一が正例 である。c一 を用 いた例 も若干数 あるが,チ ベ ット文字 の
ts一とc一 は匠別が曖昧な ことが多 く,こ のテキス トも例外ではないか ら,特
にこの貼 にこだわ ることは無意味 である。 明らか な誤 りについて言えば,宰 を
song(08)とし,遭 をsung(37)とす るのは,そ れぞれ宋,送 な どに誤 った
ものであろ うか。かな り形が違 うが,他 に字 形に近い文字 で間違いを生 じそ う
なものが 見當た らない ので,と りあえず帳説 として 墾 げてお く。 同様 に災 を
(3)『 敦燈資料 による中國語史 の研究』東 京,創 文社,1988,p.92ff.
(17)
"yan(48)とす るの も,炎 と混 同 した ものに違 いない。炎 は云母盤韻 の文字 で
正例 ではyamと 書かれ るべ きであるが,こ の テキス トでは云母を"一 で寓 し,
一m韻 尾 を 一nで罵す例 も見 られ るか ら,炎 であれ ば"yanは 満更あ り得 ない
形ではない。[ts一:22,bts一:2,c一:5,ch一:1,"一:1,s一:2]
○ 清母字 は合計5字10例 出現 するが,そ の扱 いはtsh一とch一がほ ぼ相半 ば
す る。 しか し前者 が正例 である ことは,歯 頭音 の系列全燈 の均衡を考慮 すれ ば
明 白であ る。[tsh一:6,ch一:4]
0從 母字 はj一,c一,tsh一な どで寓 され る ものが若干あ るが,多 くがdz一である
ことは勿論であ る。[dz一:16,」一:7,tsh一:2,c一:1,bc一:1,jch一:1]
○心母字は一般にs一 で鳥 され るが,三 等韻字 の場合はs一 以外 にsh一 の現
われ ることが間 々ある。 これ は[s]と 考え られ る心母に蜀 しては決 して正確
な表記 とは言えな いが,他 の資料に も例 があ る(NT,DA)。 損kyan(35)
は この ままでは設明がつかない。おそ らく泪,猜,絹 の ような同一聲符字 の存
在に よる類推音 と思われ る。ちなみに これ ら山撮合 口三等字 は このテキ ス トで
は必ず しも 一w一を付けずに 一yanで現 われ ることが多い。[s一:32,sh一:7,'sh一:
1,k一:1]
○邪母は訟kung(49),尋zhim(42),shin(37)の2字3例しか用例 がな
い。前者は聲符の 「公」を讃んだ ものであ り,後 者の封音 も正確 を鉄 く。 これ
に よって邪母の 口蓋化 を想定す るのは無理で,矢 張 り正例はz一 である と認 め
るべ きである。[zh一:1,sh一:1,k一:1]
正 歯音三等
○章母字 はc一 で寓す ことが最 も多 く,j一,ts一を雑 える。明 らかな誤 りは,
震"u(48),謄tam(47)の2字であるが,前 者 は偏 の 「雨」 を讃 んだ もの と
思われ,後 者は同一聲 符字 の 「謄」に誤 った ものであ る。[c一:39,bc一:2,ts一:
9,j一:3,"一:1,t一:1]
○ 昌母1よわずか に虞chi(49)・禦tsher(43)の2例であ るが・章母 との平
行 を考 える とch一を正例 と見徹すべ きであろ う。[ch一:1,tsh一:1]
(18)
○船母 も用例が少 ない ので,す べて の例 を掲げ る と,示zhi(59),蛇zhi(41),
神zhin(59),shin(26,45)とな り,こ れ らは摩擦音 であった ことを推定 さ
せ る扱いであ る。 したが って暉母 との合併 を考 えて も不都合はない。[zh一:3,
sh一:2]
○書母字 はほ とん どがsh一 で寓 されるが,繹sig(38),深sim(30)など
s一を用 いる例 もある。 これ は心母三等字 に樹 してsh一 を用 い る場合があ った
の とち ょうど逆 である。 このテキス トではs一 とsh一の使い分 けがかな りル ー
ズになってい るが,大 筋 ではは っき りと嘔別 されてい る。獣"yam(41)は不
可解 な封音で あるが,矢 張 り 「艶」 な どの文字 に誤 った もの と考 えざるを得 な
い。[shr:53,s一:2,bs一:1,　]
○輝母 はzh一がほ とん どで,無 聲 のsh一 も見 える。j一を用 いた例 も少 し見
られ るが(侍ji(30),時ji(19,23)),これに よって破擦 音を想定 する必要 は
まず ない。[zh一:27,sh一:5,」一:3]
○ 日母は大 多敷がzh一 で寓 され る。時に 」一で も現 われ るのは正例 ではな く,
日母 には摩擦音の/2/を 考え るべ きであ る。すなわち繹母/6/と は無聲/有
聲で野立 し,嬢 母 とは語頭の鼻音成分の有無お よび摩 擦/破 擦で封立 していた
と考え られ る。 〔zh一:36,bzh一:1,j一:3]
正歯音二等
0荘 母は課tse(49),誼tsa(39),爪co(41)の計3例 であ り[ts一:2,c一:1],
○初母は刹char(45),chra(40),叉che(21),chwe(10)の2字4例
[ch一:4],
○崇母は士shi(04),zhi(07)1字2例のみ[sh一:1,zh一:1],
○生母 は所shei(39),shi(29,34),使zhi(32),沙she(02),shwi(01),
生she(14,44,46,51,52,58,60),山shyan(35)の5字14例である。
[sh戸:13,zhF:1]
扱 いの上 では封鷹す る正 歯音三等諸母 と匠別が ない。 ただ.し,河西方言 では
正 歯音二 ・三等 の間に違いが存在 した と考 え られ るか ら,こ のテキス トの扱 い
(19)
のみに よって合併 を考え るのは早計であ る。
唇音(重 唇音)
○帯母字は都合11字見え るが,多 くがP一 を用いて窩 し,b一 に よる例 も存
在す る。 この扱いは,他 の無聲破裂音系列の見母,端 母の場合 と平行 していて,
特に聲調 を顧 慮 したb一の使用 とは思 われ ない。 ただその中で 「彼」字が合計15
例出現 す る うち14例までがb一 で轄窩 されてい るのは,或 いは個別 に蚊 母に轄
じていた ものか も知れない。八 をphpuj(60)のよ うな奇妙 なかたちに書 くの
は特 殊な例で,何 らかの書 き誤 りと しか考え られない。[P一:17,レ:17,php一:1]
○湧母は,怖 字 がphu(15)以外 にpo(49),Puo(41)と書 かれるのを除
けば,他 の4字7例 すべてph一('ph一)を用いて寓 されてい る。 〔ph一:6,'ph一:
2,P一:2]
○蚊母は婆pa(10,22)1字2例 を除 き,す べてがb一で書 かれ ている。[b一:
29,P一:1]
○明母は,鼻 音韻尾 を持つ音節 にはm一 を,開 音節には'b一(b一)を用 い る。
この種 の書 き分け は音聲的 な實質 を認 まえて のこ とで,泥 母 と完全に平行す る
扱 いである。貌が"wag(61)と書かれてい るのは例外の よ うに見 えるが,こ
れは梵語 の三貌(<samyak)の 封音に用 い られ る文字 でチベ ット文字 轄寓資
料 では しば しばm一 を表記 しない。ただ し介音に 一y一でな く,一w一 を用 いて
いるのは不可解 で,他 に例 を見 ない。['b一:7,b一:8,m一:11,"一:1]
唇音(輕 唇音)
○非母 ・敷母 ・奉母 は,時 にph一 を用い るこ とが ある もの の,ほ とん どが
'ph一を用いて轄篤 してい る。ph一,'ph一を用い る鮎 では重唇音の淺母 と同じ扱
い であるが,'ph一の比率は輕唇音 において遥 かに高 い。 この テキス トでは輕
唇音 を塵別す るた め,こ とさらに'ph一を用 いた ものか も知れない。また これ
ら輕唇音聲母 のあいだ には 匿別が認 められず,と もに同じ/f/で あった と考
えられ る。方hwo(41)の よ うに喉音字母 を用 いる ものが1例 見 られ るが,
これは他の資料に もまま見え る。[非'ph一:18,ph一:5,h一:1,b'ph一:1;敷'ph一:
(20)
2;奉,ph一:13,ph一:1]
○微母 はw一 乃至は'aを 前接 させた'wで 窩すのが普通であ る。 この扱 い
か らは もはや鼻 音要素は看取で きず,/v/に 攣化 していた と考 え られる。唯 一
の例外は勿'phur(51)であ るが,'ph・は先 に見た ように輕唇 音/f/を爲す表
記であ って,微 母には相鷹 しい ものではない。或いは同 じ否定僻 の 「弗」 に讃
み誤 った ものか も知れない。[w一:4,w一:3,'ph一:1]
(附)子 音の前に書 かれるト の問題
この テキス トにはk一,c一,ts一,zh・,sh・,s一な どの子音の前にb一 を附 け加 え
た例が見 られ る。一農に,チ ベ ッ ト文字轄窟資料では'9一,'d一,'b一な どの よう
に'aを 冠 して鼻 音性 を表 現 しよ うとする劉 音が見 られる ことはすでによ く知
られた事 實であ り,こ のテキス トで もややル ーズなか たちで行 われ ていた。 し
か しb一を冠す る例 は他 の資料 には全 く見 えず,何 らか の機能 を受け持 った もの
か否 かを検討 してお く必要 がある。 まず全 ての例 を先行音節 とともに掲 げる と
以下 の ようになる。 なお括弧 内はテキス ト中に出現す る行数 である。
zhi皿bsi
myibku
"ingbshi
zhibku
yibtsag
zhibku
尋聲(42)
雲鼓(43)
鷹時(43)
是故(51)
爲作(52)
是故(53)
cugbcung
shebtsun
"ibcung
dzeibci
shibzhin
即從(58)
世尊(58)
有衆(58)
在之(59)
是人(59)
古 典 チ ベ ッ ト語 の 正 書 法 で は,b一 添 接 字 はk,c,ts,t;g,j,dz,d;zh,sh,
z,s,r;ng,ny,nな ど,無 聲 出 氣 音 字 母 以 外 の た い て い の 字 母 に 添 加 さ れ る
の で,上 の 例 の よ う にk,c,ts,zh,shの 前 に こ れ が 付 け ら れ て い る の は チ
(4)
ベット語の正書法に違反 した用字ではない。ではチベット語の音節 としては上
のbsL..などは當時如何に 登音されて いたものであろうか。 これに 關して
は,早 くラウファーが唐蕃會盟碑や中國史書に見えるチベット語の漢字音窟形
(4)稻 葉正就 「チベ ッ ト語古典文法學』1971年改訂版,p.73
(21)
(5)
に よって,當 時b一 が實際 には嚢音 され ていなか った ことを論 じたが,尚 綺立
貧ZhangKhri-bzang(唐蕃會盟 碑),尚 綺立熱.ZhangKhri-bzher(同上),
尚塔藏/尚 楊藏ZhangStag-btsang(新唐書/冊 府元鐘),尚 騰藏(Zhang
Lha-bzang)(敦煙爲本P.2974),論頬熱BlonRgyal-bzher(新唐書 ・冊 府
元無)な ど多 くの例に見 られ るよ うに,先 行 音節 を表記 す る文字 に 「立,塔,
楊,騰,頬 」な どの 一p入聲字が選ばれてい るこ とか ら,前 に音節 があ る場合
(6)
にはb一がは っきりと護まれ ていた ことが分 か る。 しか しこのテ キス トの場合 に
は,先 行 音節 との結合が考え られての甥音ではない よ うであ る。すなわち,上
掲の各字 に先行す る音節を見て も,一 つ として 一p入聲字 は存 在 しない。 した
が って,こ れ ら音節に前接 されたb一 は實際 に護音 された ものではない と考 え
るのが 自然 である。 このテキス トのb一 が何 らかの役 割を果た している もの と
すれぱ,全 く異 なった ものでなければ な らない。 ところで前加 のb一は,ラ サ方
言におい てはほ とん ど聲調 に影響 を與 えないが,方 言 中にはb一 の有無に よっ
て異 なった聲調 を とる場合があ る。た とえばチ ャム ドではca-1ag《物》は[toa53
1a53]でcaが第1聲 調にな ってい るが,bcu《十》は[亀051]で第2聲 調 であ る。
同じ くチ ャム ドで,dus《時》は[du13]で第3聲 調であるが,bdun《七》は
(7)
[dyn31]と第5聲 調に なる。 しか しこの テキス トの例 では,平 聲が多い とはい
うものの上 ・去 ・入聲 もすべ て現われ,特 にある聲調 を表わ した もの とも思 え
ない。 同 じよ うに陰陽調 の違 いに關 して も顯著 な片寄 りが ある とは見 えない。
ちなみ に,こ のテキス トを書い た人物 は,第62行以下 のチベ ッ ト語 祈願文 の綴
字 を見て も,し ば しば無用 のb一を添 加す る傾向が ある。 この人物は漢語音節 を
書 き寓す場合 に も,す でに實際 には讃 まれ な くなっていた,こ の種の意 味のな
いb一 を加え るこ とを した もの と推測 され る。 ともあれ,こ のb一 の出現 が
42-43,51-53,58-59とい う計8行 だけに集 中 してい ること も,b一の付加が決
(5)B.Laufer,BlrdDivinationamong重heTibetans,7P・1914,P.102
(6)現 代 の ラサ お よび シガ ツ ェ方 言 で も 同 じ條 件 下 で,b一 の 爽 音 され る こ とが あ る。 例:ラ サ ・
シガ ッ ェbcubzhi十 四[tQu1殿i1コetc.金鵬 「藏 語 拉 薩 日喀 則 昌都 話 的 比 較 研 究 』 北 京,
科 學 出 版 社1958,p.81ff.
(7)金 鵬,同 上 書p。102ff.
(22)
して組織的な用字ではないことを物語っているように思われる。したがって,
このテキス トの ト は何 ら意味のある表音機能を持つものではないと結論 して
よいであろ う。
[韻母]
以下,こ のテキス トにおける韻母の表記を槍討するに際して,便 宜上15の韻
撮に分かって 見ることとする。 まず封音諸形式の 出現度数表を出すが,そ の
基礎としては中古音の韻類を掲げるものの,十世紀河西方言で合併 していたと
見られる諸韻は一括して扱い,同 方言の音韻形式を表示した。 このテキス トの
場合セこは,これでも十分に分析に堪えるはずである。明らかな誤 りに基づ くと
思われるもの及び 例外的なものには括弧を付 した。 ハイフンを付けて 一yaや
一waのように示 したものはya-btags及びwa-zurを用いた表記で,基 字の
ya,waを用いたものと一鷹匠別しておいた。また上 ・去聲は野鷹する平聲字
で代表させてある。
○果假掘
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
/a/
/wa/
/ia/
/a/
/ia/
a:29,一ya:1;e:1,(an:1,εLb:1)
一wa:4
,一wo:1,0:1,一we:1,(一ya:1,e:1)
_ye:3,一ya:1,e:1
a:5,e:1,一we:1,一wi:1
a:5,ya:2,e:12,(i:1)
果假撮の諸韻は以上の よ うな扱いを受けてい るが,一 等韻開 口の歌がa,同
合 口の黄がwaで 現 われるのを正例 と見 る ことには 異 論はないであろ う。 歌
・黄韻 に母音eで 表 わされる例:多te(30),堕de(34),火hwe(48)が出
るが,こ れ らは この テキス トの諸所に見 られ る不注意 さに鶴する以外,説 明が
困難 である。 同様 に火hya(32)も 一y一が論明 し難い例で あるが,一y一は或 い
は 一w一の書 き誤 りか も知れ ない。歌韻にan,abが 現 われ るのは,そ れ ぞれ
阿褥多羅"anlugdala(6ユ)(Skr・anuttara),可怖khabpuo(41)の場合
(23)
で,前 者 が梵語 の後績音節 一nu一の,ま た後者が後績音節puOに 引かれ た も
のである ことは疑 いな く,例 外 とすべ きである。
歌韻三 等の例 としては 「迦,伽 」 の2字 が現われ,前 者がge(22),gye
(10),kya(25)の三様に,後 者が2例 同じgye(10,22)で書かれ てい る。 そ
もそ もこの韻類 に属す る文字 「迦,怯,伽 」 は,梵 語音ka,kha,gaを窟す
ための専用文字 で,そ のために他 のチベ ッ ト文字轄寓資料 で も,三 等介音は表
現 され ないのが普通 であった。 したが って,こ のテキス トに 一y一を用いて寓
すのは漢字音 として讃んだ もの に相違 ない。迦kyaの よ うに,母 音はaで 寓
す のが正 例の筈 であるが,實 際 にはeの ほ うが多 い。 三等介音の影響で母音
がやや前寄 りに嚢音 された反映であろ うか。
麻韻二等字はaが 普 通であ るが,ま たe,一wi,一weな ども現われ る。 叉
che(21),叉chwe(10),沙she(02),沙shwi(0ユ)がその例 で,と もに聲
母が正歯音二等であ る。 これ らについては聲 母の干 渉に よる可能性 を排 除 し難
い。
麻韻三等は實際には 「夜,者,蛇 」 の3字 が現われ るのみ である。eの 形 が
多い よ うに見 えるのは,す べて者ce(8例),tse(4例)の 場合であ る。 ここ
にeが 出るのは,三 等介音 の影響で主母音が前寄 りに感 じられたため と,「者」
が助解 と して用 い られてい るため に輕 く讃 まれ,明 瞭 に獲音 されなか った とい
う黙 も考慮すべ ぎであ る。 しか し,他 の資料 には この種の扱いは見えないので,
多 くの割合は このテキ ス ト濁 自の問題 として考え る必 要があるのは勿論 である。
蛇がzhi(41)のよ うに母音iに なる理由 は不明 であるが,後 績音節 「及」
gyibに同化 された と見倣す ことも不可能 では ない。
○ 遇撮
模/o/u:41,0:2,一wu:1,uo:1,(一yi:1)
虞/iu/u:8,一yu:5,wu:13,(o:1,一yo:1)
魚/y/i:28,一yi:4,yi:1,e:1,ei:1,a:1
模 韻は堅倒 的にuが 多い。 この扱いは他の資料 と比較す るとNT,DA,
(24)
Pと い った河 西方言に檬 った第2の グル ープに近 い。第1の グル ープには唇音
をuで,そ れ以外 をoで,と い う使い分けが存在 したが,第2グ ノレープでは
すべ てに封 しuを 用い てい た。普phyi(61)は後績 音節 の 「門」myinに 同
化 して誤 った形 である。「普」は他 の箇所 ではphu(48),'phu(58)のよ うに
規則的 な形で出てい る。
虞韻はU或 いは 一yuで爲 され る。WUは すべ て 「無」 の例 である(WU:9
例,'wu:4例)。雨10(43),雨1yo(49)は,すでに聲母 の項 で見た よ うに,
「爾 」に讃み誤 った もので,問 題 にな らない。
このテキス トでは魚韻 はi,一yi,yiなど母音iで 寓 され,ほ とん ど例 外がな
い。 これは虞韻 との匠別の明瞭 な黙 であ る。 この轄寡形のみか らすれば,魚 韻
は/i/で あ った とも考え られ るが,敦 煤寓本の別字異文 では止撮開 口字(すな
わ ち/i/)と通 じるとともに,虞 韻 とも通 じてい る。 また他 のチベ ット文字 轄
篤資料では,第2類 の河西方言 によったNTで もi以 外にuで も寓 され てい る
匙 を総合す ると,魚 韻 には/y/を 想定 するのが至當 である。誼tsa(39)は母
音記號を付け忘れた もの と考え る以外は,論 明が難 しい。 『
○蟹撮
始 ・泰 開
佳 開 ・皆 開
祭 開 ・齊 開
灰
皆 合
齊 合
/ai/
/ai/
/i註i/
/wai/
/Wai/
/iwai/
e:12,一ye:1,0:2,一ya:1,e'u:1,ei:1,(ong:
1,一yan:1)
e:8,一ye:1
e:19,一ye:2,i:3,ei:1
-wa:2 ,0:3,(on:1)
一ye:1
-we:1 ,一yu:1
蟹撮開 口は一等か ら四等 まですべ てe乃 至 一yeで寓 され るのが一般的 であ
る。 しか しこれに よって漢 語の韻尾 一iの脱落 を想定す るこ とは出來 ない。 む
しろ漢語 の/AI/を チベ ッ ト語 の/E/で 解繹 した もの と見倣すのが妥當で あ
ろ う。他 のチベ ッ ト文字轄鳥資料 では,O,T,TDな どが この種 の扱 いをす
(25)
る。
一等韻に次の よ うな 一y一を用 いた形 が現われ るのは不可解 である。 害hye
(40),海hya(30)。前者 は他 に3回heと 書かれ てあるのが正 しく,後者 もhe'
(33)がよ り望 まれ る形であ る。「海」 はまた2回hoと 篤 されてい るが,こ れ
も奇妙な形。 漢語 の一等 韻の奥 よ りの主母音を,チ ベ ット語 の母音aよ りもo
に近い もの と見ての轄爲か。 ただ し筆者の ノー トには 確かに母音oと な って
いるが,こ れ は或 いはeiで あったか も知れ ない。 同 じ一等韻 の 「在」 はま さ
しくdzei(59)(dze'iではな く)と 窟 している。今憲眞 を 目に し得 ないので,
疑 いを存 するに とどめ る。 同 じく 「在」 はdze'u(26)とも寓 され るが,こ の
種 の 一'iを一'uと書 くこ とはNT(及 びLongScroll)の特徴 的轄爲法 である。
ただ しNTで は一等韻 一a'u,二等韻 一e'uと厘別す る。 したが って この一例が
NTの 轄窟 システ ムに繋 が るものか ど うかは即断 し難 い。 宰song(08),災
"yan(48)がともに誤 讃の例であ ることは,す でに聲 母の項で説明 した。
械hye(38)は二等韻 牙喉音 拗音 イヒの例 と見倣 して よい ものであ る。 拗音化
自艦 は他 の二等韻 に も観察 され るが,し か しすべ ての二等韻牙 喉音 に及 んでい
るわけではない。蟹撮 では合 口の 「壊」 もhye(37)で出て いる。
一等合 口は 一wa或いはoで 寓 され るが,漢 語 の/wai/を軍母音で寓そ う
とす る とこの ようになるのは理解 しやす い。推thon(32)は後績音節の落lag
のLに 引かれ て一nを付け加えた もの としか考え られない。四等韻合 口の 「慧」
はhwe(47),hyu(47)の二 様に罵 してい る。 他の資料では この字 をhywe
などと書いて あるが,こ の テキス トでは 一y一と 一w一を同時 に用 いるよ うな複
雑な表記 をしないので,こ の よ うな結果にな った ものであ る。
○止撮
支 開 ・脂 開 ・之 ・微 開/i/i;76,一yi:14,yi:8,一ye;ユ5,e:4,ei;
1,(yu:2,yig:1,yiu:1,0:1,ag:1)
微 合/wi/yu:17,一yu:2,u:3,yi:1,一yi:2,(i:1)
止 撮開 口の支 ・脂 ・之 ・微諸 韻には遜別がな く,ほ とん どがi,一yi,yiで憲
(26)
され ている。 それ以外 に 一ye,eで篤す例が見 られ るが,前 者はほ とん どが
彼byeに集 中 して現 われ る。(こ の字 は合計15例現われ,13例 がbyeで,他
の2例 はpyi,byi)。これはむ しろ齊韻に相鷹 しい扱い であ り,ひ ょっ とす る
とこのテキス トでは 「彼」 字 は齊(齊)韻 に讃 まれた ものか も知れない。 止
囁 開 口字 に封 しては他の資料に もe,一yeなどを用 いる ことが間々ある。以yu
(02),yiu(07),依yu(52)のよ うにuが 現われ る理由は全 く不明。他の資料
には全然 見 られ ない扱 いである。以yig(26)の一9は後績音節 の偶gyeに 引
きず られ た もの。 同 じ く之co(16)も先行音節 の號hoが 影響 してい る。 持
jag(58)は誤讃 の可能性が高 い。音か らすれば「著」のよ うな字 に誤 った ものか。
合 口にyuが 多 いのは,ほ とん どすべて喩母(そ の多 くが 「爲」字)の 例で
ある。 また 一yiは輕唇音字 の非phyiの例 であ って,こ こに合 口要素が看取 さ
れ ないの も當然 と言 える。 しか し非 はまた一箇所phyuと 書かれてい るが,
これ は開 口字 に見 られ たyuと同 じ くアノマ リーの一例で ある。畏shi(49)は
誤讃。
○敷撮
豪/au/o:10,u:1,(ung:1)
肴/au/Q:1
宵'/i甑u/e:6,一ye:2,一yo2,一yo'u:1,(一yi:1)
一等 の豪韻 はほ とん どすべてがoで窺 され る。他の資料では普通a'u,e'uの
よ うな二重母音にす るところで ある。一般に この テキス トでは一貫 して輩母音
で窟 そ うとす る傾 向が あるが,こ こで もそれが顯著 である。 寳pu(18)は 後
績音節 の珠cuに 引かれ た形 で,こ の字 は他 の2例 とも正例のpoと書 かれてい
る。 遭sImg(37)は誤 讃。 すでに聲母の項で鯛れた。 二等韻は一例,爪co
(41)しか現 われ ないが,こ こで も輩母音 で篤 している。
三等宵 韻 も矢張 り軍母音 であ るが,一 ・二等のoに 罫 してeが 現われ る こ
とが多い。 これは三等 韻では主 母音が前 寄 りにな ることか ら理解 で きる形 であ
る。二重母音 を丁寧に爲 した漂phyo'u(33)はこのテキス トではむ しろ珍 し
(27)
い形 と言 って よい。
○流撮
侯/∂u/e:3,eu:1,u:1,i:1
尤 ・幽/iou/i:12,e:5,一y量:2,eu:1,u:1,u'u:1,一yeo:1,
(一yam:1)
致囁 と同 じよ うに,流 囁 で も軍母音表記 が 目立 つ。二重 母音 を篤 した ように
見え る例,婦'phu'u(08)は輕唇音化 を経 て虞(虞)韻 に轄 じていた筈 で,し
たが って 一U'Uとい う表記 は軍 に母音 を引 ぎ伸 ば しただけの ことである。 これ
を流撮一般 の表記 と見徹す ことは出來 ない。 同 じく爾唇音 の牟'bu(25)も模
韻に準 じて扱 う必要が ある。
一等侯韻がe ,三等尤 ・幽韻がiとい うのが この テキス トに最 も多 く見 られ る
扱い であ るが,こ れは他の資料におけ るe'u,i'uに當た る。二重母音 を避け る
この テキス トでは,そ れぞれ 一'Uの部分 を省略 したものである。 しか し矢張 り
いささか軍純化 しす ぎるとい う懸念が あった ものか,侯 韻 にも尤韻に もeuと
い う表記が見 られ るのが面 白い:喉heu(10),就jeu(13)。しか しその場合 で
もe'uで はな くてeuで あ るのが注意 され る(後 出の 「(附)母音 の重複表記
につ いて」 を参 照)。手sheo(38)は母音記號eとoが 重ね て書 いてあって,
或 いはoと 書 いた後,eに 訂正 した ものか も知れ ない。獣"yam(41)は誤讃。
○威擾
輩 ・談
合 ・蓋
域
盤 ・添
業
凡
乏
/am/
/食P/
/am/
/iam/
/iap/
/am/
/i盗P/
威撮の扱いは軍純であって,多 くの説明を要 しない。
am:5
ab:1,e:1
-yam:1
-yam:13,一yan:2,am:2,ywam:1
-yab:2
am:1
ab:11,(ag:1)
ま ず 一 等 韻 はam,封
(28)
す る入聲はabで ある。答te(29)は當然tabが 豫想 され る ところであるが,
前後の音節の影響を受けて この よ うにな った もの らしい。二 等韻字 は唯一「威」
が現われ るのみであるが,hyam(36)と拗音化 した表記にな ってい る。
三 ・四等の扱いは 一yam,甥す る入聲が 一yab。「念」 は普通正 しくnyam
と駕す(12例)が,一mで な く 一nを使 ったnyanも2例 出る。 もちろん不注
意な音寡であ って,一m>nの 攣 化を考 えるには及 ばない。監(艶)韻 の 「焔」
がywam(49)とい う風 に 一w一を伴 って書かれ るのは,納 得 が行 かない。 一y一
の誤 りか も知れない。凡 ・乏韻は實際 には 「梵」「法」 の2字 で,ともに輕 唇音
化の結果 として直音 扱いにな ってい る。それを見るため,上 表 では この二韻 を
別に しておいた。「法」 は計12例中1例 だけphagと 書 かれ ている。 もちろん
不 注意な封音 と言 って よいが,緯 韻の 「執」に も 一9で書 かれ た例 があ り,入
聲 韻尾一般の弱化が始ま っていたか も知れない。
○深振
深/iom/im:2,一yim:4,一yeim=2,am:2,一yan:1,一yh1:1,in:1
緯/iop/ib:2,一yib:6,ig:1,eg:1
正例では深韻がim,一yim,甥する入聲 の組韻がib,一yibと爲 され る。音
"am(40,50)は,こ の字が他の箇所 ではほ とん ど例外 な く"imと 寓 され てい
る(20例)こ とを考 える と,母 音記號 の付 け忘れ な どの不注意 な誤 りと しか考
えに くい。一nで現われ る3例 中2例 は共に 「品」の場合 であ る:phyan(59),
phyin(60)。この文字 は このテキス トでは他 に 一mで 窟 され る例がな く,ひ
ょっ とする と頭子音 との異化 によって 一m>一nが起 こっていたのか も知れない
が,即 断は難 しい。 この字は他の資料 ではFPに しか見えず,そ こでは2例 正
しくphyimと 爲 されてい るの も,こ の假説には不利であ る。 一nを用い る他
の1例:尋shin(37)も ある ことか らすれば,矢 張 りこの テキス トー般に通
じて言 えるルーズな 封音 と考える方 が よい ようである。 緯韻 の執tsig(11),
tseg(12)については.ヒに も鯛れたが,も ちろん正 例のcibとい う形 も見えてい
る。
(29)
○ 山撮
寒
山 開
酷 開 ・鋸 開
仙 開 ・先 開 ・元 開
醇 開 ・屑 開 ・月 開
桓
末
捌 合
仙 合 ・元 合
醇 合 ・月 合
/an/
/ar/
/an/'
/ar/
/i註n/
/iar/
/wan/
/war/
/Wan/
/iwan/
/iwar/
an:5
ar:14
an:2,en:1,一yan:1,一wan:1
ar:1,一ra:1
-yen:19,一yan:2,en:6,一yeir1:1,一yin:
1,an:1,in:1,一yo:1,(一yun:2)
一yar:1,er:1,一yir:1,一ye:1,㎎:1
-wan:33 ,一won:1
ar:1,0r:1
-yen
-yan:4,一wan:1,an:1,wun:2,wyan:1
0r:13,ir:1,一war:1,一yar:1
一等韻開 口の寒韻お よび劉鷹す る入聲の易韻 はそれぞれan ,arで表記 され,
全 く例外が ない。二等韻開 口もan,arの 筈 であるが,ま たenも 現われ てい
る:間ken(48)。ただ,これは他の資料に も見 られ る扱いであ る。山shyan(35)
の 一y一は 口蓋 性子音shに 釣 られ て出 てきた もので,漢 語に拗介音が あった こ
とを示す ものではない。む しろ説明 に困難 なのは,聞kwan(44)で あって,
こ こには合 口を示す 一w一の現 われ る必然性が全 くない。 或いは後績音節 の苦
khuに引かれ た ものであろ うか。
三等韻 開 口は 一yen,一yan,en,anなどと窟 され る。/ian/に封 しては普通 の
扱い と考え るべ ぎであろ う。 これ らは他の資料で も同様であ る。言gyein(58)
の よ うに母音記 號を重ねて用 い る 一ei一は このテキ ス トに特有 の表記 であ る。
一yin,inなど母音iで 表わすのは,蝶 撮開 口字 の扱いで,本 來は ここに用 いる
べ ぎではないが,他 の資料 に も例 がある。天thyo(01)は不明。或いはoは
eiと讃むべ きか も知れない。同 じ く天thun(21,23)は,と もに天 龍tyun
hmgに 封 して用 い られ,後 績音節 に同化 した形であ ると判 断 され る。.封慮す
(30)
る入聲 の扱い では 一yar,erが正 例で,他 はを 一ズな表記 である。特 に滅'bug
(46)は誤 讃の可能 性 もある。
一等合 口の桓韻 は 一wonが一例見え るものの,他 はすべ て 一wanである。
鉗慮す る入聲は 「睨」一字 しか現われないが,豫 想 され るdwarで はな く,
dor,darとなってい るのはやは り若干ル ーズな表記であ る。 二等韻合 口の例
は一つ:還hyen(39)。これが拗音化を反映す るものか ど うかは問題である。
他 のチベ ッ ト文字轄窟資料 では,拗 音化 はなお合 口に は及んでいない。三等合
口にはやや正確 を期 した縁wyan(28)の よ うな封音 も見 られ るものの,普 通
には 一yanか一wanかで,一y一と 一w一の爾者 を併用す る例は ない。煩'phan
(49)のよ うに直音の かた ちで 出るのは 輕唇音化 を 経た形である(入 聲の獲
'phar(60)
,'phwar(30)も同 じ)。萬'wun(60),怨wun(50)の2例は母音
がUに な って しまってい るが,或 いは これ も隣接音節の影響を考え るべ ぎか
も知れ ない。前者 には後に衆cungが あ り,後 者には前に衆C{mgが ある。
○擦撮
魂/Won/
没合/wθr/
眞/i∂n/
質/ior/
文/iWon/
同輕唇音字
物/iWor/
同輕唇音字
この テキス トには一等開 口の痕韻 の例が現われ ない ので,
うな ものか不明であ るが,他 の資料では一等開 口をinで 寓 し,
で窟すのが通例であ る。 したが って,
除いて,魂 韻にすべてunが 用い られてい るのは規則的で ある。その例外 とな
る門の例 は以下 のよ うである:myim(01,02,06,08),min(59),myin(60)。
(31)
un:5,in:1,一yin:1,一yim:4,(i:1,一yan:1)
ur:1
.in:37,一yin:5,en:1,i:2,(ib:1,u:1).
ir:5,i:4,e:3
un:1,ung:1,yun:1,(myi:1)
un:2,wun:3,u:1
0:4,u:2,i:1,eg:1
ur:8,0r:1
そ の 扱 い が ど の よ
同 合 口 をun
こ こ で も 「門 」 の 一 字 が 例 外 で あ る の を
一mは 何 らか の誤解 に基づ くもの として も,母音がすべてiで ある ことは,こ の
文字 が開 口に移 っていた ことを示 す ものであろ うか。 他 の資料 では門はmun
乃至monで しか現 われ ず,唯 一Tに 一箇所minが 見 えるのみ であるか ら,
その可能性 はな くはない。 三等眞韻がin,一yinで篤 され るの も極 めて典型的
な扱いであ る。眞jib(46),震"u(48)はともに誤讃 の可能性が高 い。入聲 の
質韻で 一rが落 ちてい る例 はすべて 「一」 である。 この テキス トでは 「一」 が
"irと正 しく書かれ るのは一例 のみ で,他 の5例 はすべて 一rを落 としてい る。
「一」 は 「十」 と同 じく,平 聲 に讃 む習慣 があった と思 われ る。
文韻(お よび入聲の物韻)は 輕唇化韻で あるか ら唇音字は直音化 していた と
考え られ る。今,上 表では これ ら輕唇音字 を別出 させた。その扱いは他の資料
に も見 られ るよ うに,unと い う形 を とり,一 等韻合 口に合流 した もの ら しい。
文(物)韻 所属字は輕唇音以外 の文字がむ しろ 少な く,軍,雲,不 の3字 のみ
である。 軍 はkun(01),gyung(49),雲はyun(48),myi(43)の形 で出 る。
雲myiは 誤讃 としか考 えられ ないが,gyungの 一ngは 一nとすべ き所 を不
注意 で 一ngに誤 った ものであろ う。
O宕 撮
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
/5/
/ak/
/w5/
/i5/
/i盒k/
/iw5/
o:8
ag:14,eg:1
-wo:1 ,0:2
0:10,一yo:1,yo:2
-yag:2,ag:2
0:6,一wo:1
宕撮 における 一ng韻尾の脱落は,第2類 のチベ ッ ト文字轄憲資料す なわ ち
河 西方言を基 礎 とする ものに特徴 的な現象 であった。 このテキス トで もこの特
徴は きわ めて明瞭 で,一 等唐韻は開 口が0,合 口が 一WOまたは0,三等陽韻 は
開 口がo,一yo,yo,同合 口がo,一woと 全 く規則的 な表記 を受け てい る。
入聲は開 口字の例 しかないが,一 等鐸韻 がag,三等藥韻が 一yag(口蓋性 の
(32)
チベ ッ ト文字 の後 ではag)と矢張 り規則的 な扱いで ある。唯一の例外は作ceg
(24)であ るが,こ の字 は他 の箇所 では正 し くtsag(18),btsag(52)と鳥 され
ているので,不 注意 な誤 りと見 るべ ぎであろ う。
○江撮
江/ao/ang:1
覧/ak/ag:1,一wag:1
江 撮字 は数 少ないので全 例を示す と,降kja㎎(43),電bag(43),貌"wag
(61)の3字であ る。一 般にチベ ッ ト文字 轄窩資料 では,江 韻字 はang,入 聲
覧韻はagと 書 かれ るのが普通 であ ることか らす ると,上 記 の うち先ず電bag
の扱いは規則的 と言える。 降kjangは 聲母(見 母)の 項 で も鰯れ たが,ひ ょ
っとす るとkya㎎ か も知 れず,そ の場合 は拗音化 の例 に敷 え られ る ものであ
る。貌"wagも す でに鰯れた通 り,梵 語 「三貌」 を音寓す るための文字 で,普
通 にはyagで 現 われ るが,こ こで 一w一が用 い られ ている理 由は不 明である。
或いは この よ うな説音が存在 した ものか も知れない。
○曾擁
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
/eη/
/ok/
/Woり/
/Wok/
/igη/
/iok/
ing:5,e㎎:6,ib;1,一ya㎎:2,e:1
ig:5,eg:10,eig:1,e:1
0ng:1
09:5,ug:3,0:1
i㎎:4,一ying:1,in:7,i:3,im:1
ig:22,一yig:1,eg:4,eig:1,e:6,ug:1,(のyen:1)
一等登韻開 口及び 同入聲徳韻はi㎎ ,eng(ig,eg)とい う表記 が大部分 であ
る。他 の資料,特 に第2類 の資料 ではing(ig)がほ とん どを 占めていたが,
このテキス トではeng,egも 相當敷 に及 んでい る。 と もあれ これは扱いの差
であって,漢 語 の/eη(ok)/を窟 した ものであ ることは間違いない6能nib
(33)は或 いはningと 讃むべ き ものか も知れ ない。 間違 いが起 こり得 ない字
形ではない。nibではいか に も奇妙 な形 である。能nyang(31,52)は2例現
(33)
われ るので,明 らかに意圖的 な劉音 である。ni㎎ では/ioη/を表現 し難 い と
判 断 して 一ya一を用 いた もの と思われ るが,一 等登韻を表わすには決 して適當
な表記 とは言い難い。 肯khe(19)は 一㎎ が脱落 しているが,憲 本 では こ
の音節 の後 に漢 文に相當部分 のないdangが 補 ってある。 轄爲 テキス トでは
dangとしておいたが,da一と 一ngの間には僅かなす ぎまがあ り,dangaと
い う2字 が書かれ ている ように も見 える。その場合は後のngをkheに 繋 げて
kengを意圖 した と考 えるこ とも不可能 では ない。
登韻合 口の例 は一字 だけ見え る:弘ho㎎(30)。 もともとこの位置 に來 る文
字 は数 少な く,他 のチベ ット文字資料 には全 く現 われ ないので,チ ベ ッ ト文字
資料の扱い を知 る うえでは貴重 である。 ちなみ に 「弘」 は コータ ン文字 による
金剛経 には現われ てhvo!p:と書かれてい る。入聲徳韻の合 口は,こ のongに
平行 してogま たはugで 書かれ てい る。他 のチベ ッ ト文字資料 はほ とん どが
ogでugは 見えない。 通撮 との 匠別 はあった に違い ないか ら,そ の黙 を考慮
すればong(og)のほ うを正例 とすべ ぎであろ う。三等 の蒸 ・職韻 は開口 しか
現われ ないが,ing(ig)が普通の扱いであ る。例外 として,inで 窩 され る も
のが7例 あ り,す べ て懸"inの 例 であ る。 この字 にはまた"ingと い う正例
が3例 のほか,"iが3例,"imが1例 現われてい る。蒸韻 と眞韻 の通用は敦
煙寓本 の別字異文 に見え,他 のチベ ッ ト文字資料 で もな くはない。 このテキス
トのル ーズな封音一般 を考慮すれば,蒸 韻 のよ うな前寄 りの調音 をとる場合に
起 こりやすい誤 りと考 え られ る。正例 の"ingとい う形 もある以上,眞 韻 に移
っていた と考 える必要は ない。入聲 では例外的 な甥音 に即cug(58)があ るが,
これ は後績音節 の從bcungに 引かれ た形 と見 られ る。
0梗 掻
庚 二開 ・耕 開/ai/e:9,一ye:2
β百二開 ・蓼蓉開/註k/eg:2,eig:1,ig:1,(一yu:1)
庚 三開 ・清 開 ・青 開/iai/e:17,一ye:5,i:3,一yi:1,一yin:1
昔 開 ・錫 開/iwak/ig:1,i:1
(34)
梗撮は宕擾 と同 じく,河 西方言 にお いて 一㎎ 韻 尾を脱落 させる ことで知 ら
れてい る。今 この テキス トの扱いを見 ると,唯 一の例外(明myin(48))を除
いて,す べてe乃 至 一yeなどの形で現われているのは,NT,DA,Pな ど
の第2類 資料 と同 じ扱いであ る。三等韻にはi,一yiが現われ ることもあるが,
少敷に とどまってい る。正 例では母 音はあ くまでeと 考えるべ きであろ う。
例外 「明」は,NT,DA,Pで もすべ て1nyeで寓 されていて,こ こでmyin
とな っている理 由は不 明である。
入聲は他の資料 でも,二 等がeg,三 等がigと い う傾 向があ り,こ のテキス
トの扱い もほぼ同様であ る。 厄'gyu(44)は,こ の文字 の他 の箇所 での扱 い
"ig(52)と比べ て,誤 讃 の可能性 が極 めて高 い。
○通 撮
東_/町/ung:6,0ng:2
東 三 ・鍾/i殉/ung:27,一yung:2,u:1
沃/uk/ug:2,09:1,0:1
屋 三/iuk/ug:2,09:2,u:1
燭/iok/09:3,一ywag:2,一yag:1
上表 の扱 いか らは東 一に/ung/,同東 三 ・鍾に/iung/を想定 して何 の矛盾
もない。封鷹す る入聲 もugまたはogで 窩 され ていて,主 母音 に違 いのなか っ
たこ とを想像 させ る。 しか し鍾韻 の入聲に當 たる燭韻 では扱 いがか な り異 なる。
つ ま りここでは ㎎ が現われ ない代わ りに,og或 いは 一ywag,一yagなどの
扱 いを受け てい る。 これ は他 のチベ ッ ト文字資料 とも平行す るところ で,箭 聲
において東 三 ・鍾が合併 していたの とは異 な り,燭 韻が屋 三と一線 を書 してい
たこ との反映 である。
(附)母音 の重複表記 につい て
これ まで見 てきた よ うに,こ のテキス トには二つ の異 なった母音記號 をチベ
ッ ト文字 の同一基字 の上 に付 ける とい う特異 な表記が現われ る。 これ は他 の資
料 に も散登 的に見 られる ものの,こ のテキス トにおけるほ ど多量 には現われ な
(35)
い。 これ らの重複表記 の實燈 が如何 なる ものかにつ いて,こ の場を借 りて整理
してお こう。 このテキ ス トの母 音記 號重複表記はおお まかに2種 に分 け ること
が出來そ うである。
まず第一は他の資料 では'aを 括んで二重母音表記すべ ぎところを,二 つ の
母音記號 を基字に押 しつけて しま うとい うもので,在dzei(59),誓shei(30),
喉heu(10),就leu(13),手shyeo(38)がその例 である。 これ らは,も し他
の資料であれば,そ れぞれdze'i,she'i,he'u,je'u,shye'oなどと書 くところ
で,こ の テキス トでは この種の二重母音表記 も極 めて まれ に使用す るが,普 通
には用い ない。 ただ し,dzei,shei_,などの重複表記 も決 して多数 を占め るわ
けではな く,本 來正確 な音寓 には二重 母音表記 が必 要な場合(特 に敷撮 ・流
掘)に も軍母音表記が なされ ているわけ で,そ れ だけ に漢語 の音韻實質 を推 し
量 る うえでは注意 が必要 となる。
もう一つ の種類 は 一ei一の形,す なわち母音記號eとiと を重複 させる場合
に限 られ,次 の よ うな例が見 られ る:施shei(16),言gyein(58),金kyeiln(12),
徳teig(13),即tseig(36),百peig(18)。これ らは第一 の場合 とは異 な り,も
ともと二 重母音表記 がな されるべ き韻類ではない。む しろ これ らの出現 の環 境
は,チ ベ ット文字表記 に當た ってi或 いはeが ともに出現 していて,篤 本 の筆
者が どち らを書 くべ きか迷 った末 の重複表記で あると思われ る。た とえば施は
止撮開 口字でi表 記 が一般 的である ものの,shやzhな どの場合 にeが 現われ
(8)
ることが多 く,現 に この テキス トでも 「施」字 の もう一つ の例 はsheと 書かれ
てい る。 よ り明 らか な例は 「即」字 の場合 で,こ の字はtsigと もtsegと も
書かれてお り,tseigの表記が雨者 の間の揺れ を農現 している と見 られ る。漢
語 の/iom/,/iok/,/ioη/などの/io/の部分はチベ ッ ト語 の5母 音 システム
で窟す のには困 った に違 いな く,こ の ような表記 は一種 の折衷 の試み であった
と考え られ る。最後に,轄 篤 テキス トには現われ ていないが,一 且 一ei一と重
(8)『 敦燈資料』p.129
(36)
複表記をした後で,eを 消 しているような例もあるのは興味深い事實なので付
け加えてお く。(第19行,此tshei>tshi,同,受shei>shi)
以上,聲 母 ・韻母に分かってこのテキス トの表記をひとわた り眺めた。チベ
ット文字で轄寓された資料の二分類からすると,このテキス トは河西方言に基
づ く第2類 の資料であることが明瞭である。現在知られている第2類 の資料,
たとえばNT,DA,Pそ れにロンドンにある 「長巻」(Lo㎎Scro11)などは,
(9)
10世紀の館義軍期の産物であり,筆者が前著で示 した時代観によると,これ も
また10世紀のものとい うことになるが,そ う判断するには若干躊躇すべき幾つ
かの徴誰がある。その一は緒言でも鰯れたように,書窩に用いた紙が盛唐期の
窟経の反故である黙で,こ のテキス トが10世紀のものなら,相當に古い紙を利
用 したことになる。ありえないことではないが,少 し不安が淺る鮎である。第
二はテキストの封音そのもので,全醗の特徴は勿論河西方言を反映 したもので
あることは確かであるが,見 たとおり,一々の表記の仕方が相當濁特のもので
あって,少 なくともNT,DA,Pな どとは表記の傳統を異にする黒占である。
同時代のものとすれば異なった社會的背景を前提 としなければならないであろ
う。第三は末尾に置かれたチベ ット語の蹄敬文である。10世紀においても敦煙
ではなおチベ ット語が使用 されていたことは確かであるが,チ ベ ット文字轄窟
漢文資料の中では,こ の種の後書 きをつけたものは9世 紀に属する第1種 資料
にしか存在しない。これらの諸黙は10世紀であることを眞 っ向から否定するよ
うな性質のものではないが,氣 になる貼として學げてお く。
このテキス トには,字 形が似ているために讃み誤ったものや,偏 穿からの類
推による誤 り,また前後の音節に引ぎずられての誤 り等々,實に多 くの種類の
間違いが登場 している。また一貫 した規則によって表記しようとする姿勢は弱
く,その場限 りのかなりルーズな表記が目につ く。したがって個々の封音例を
漢語音韻史の材料 としてシ リアスに受け取ることは非常に危険である。 しか し
(9)『 敦煙資料 』P.186
(37)
一面では,ル ーズな表記では,チベ ット文字で漢語を篤す場合にどの程度の可
能性があるかを測定するうえでは役に立つかも知れない。とくにチベ ット語篤
本に出現する漢語語彙を復元するような時には,こ の種の外延を考慮してお く
のが望ましい。.
六 チベ ット語鋸敬文
第 二 節 の テ キ ス トで は 省 略 し た62行 目 以 降 の チ ベ ッ ト語 に よ る 蹄 敬 文 を こ こ
に 附 載 す る 。 正 書 法 上 の 混 齪 が 甚 だ し く,通 讃 に 著 しい 困 難 を 覧 え る 。 テ キ ス
ト中 に 掻 入 し て あ る(=..._)の 部 分 は,可 能 な か ぎ り讃 み 替 え た 形 で あ り,
(10)
繹 文 は そ の 讃 み 替 え た 形 に した が っ て 解 繹 し た も の で あ る 。
[テ キ ス ト]
62//blama'iblamadkonmchoggsum//cheba'ichemamchog
dbangmchogdampa'
63gusparphyags'tshaldadbaskyebgsum(=skyabsu)mtshi'o//
bnamsa'ingambtag(=rnamdag)skyedrgu(二dgu)
6410(=10ng)spyodbzhi//stanchoskye(=kyi)mgonInadzadcin
(一ci㎎)//stonpadampachoskye(一kyi)m㎎on(一mgon)mdzad
65//mtshangspargyalbyin(=brgyabyin)rgyalcen(=can)lha
da㎎gklu(一klu)//gnodbyon(一sbyin)dribzaltophyi(一'phye)
lhamayin//gser'dabgru'bu
66myi'amcilabsog(一sogs)//semscen(一can)ga㎎bdag(一dag)
btebsheg(=bdegshegs)sranamci//norbupungsum(嵩phun
sum)dpa1
67bjer(一rjer)kunbson(一gson)cigsa㎎srgyasbcomIdan'daskyis
.(=kyi)yontanbasmyikhyeb(=khyab)/dampachoskye(ニkyi)
(10)繹文の整形 と翻繹には武内紹人氏の全面的な協力を得た。 特に誌 して感謝す る。 ただ若 し誤
りがあ るとすれば,そ れはすべて筆者の責任であ る。
(38)
/'phags
68pa'idrgebdun(=dge'dun)yontanbasmyikhyeb(扁khyab)//
rnamsmyinblanamyedba'i(冨pa'i)yontanbasmyikhyeb
(冨khyab)//
69skalpa(憲bskalpa)byebakhugkhyig(需khragkhrig)grangpar
//kon(=dkon)mchogtshan(=mtshan)tsamyangrnyedka
(=dka)baIancigkhrom
701danlu(霊1us)rnyedya且g//cadzun(=rdzu)'phruldampa'dus
shagstsam//zo(=lo)morgyalbaka(=kha)Iakon(=kun)
bson(二gson)cig
71namobudya/namodarmaya/namosa㎎'gaya/namo
dadnadra"ama/namowwagawwabte/pasangkramati
shudmadnyanayadi
72padiyaswahwa//
[課 文]
最勝に して最勝なるもの三寳,偉 大にして偉大なるもの勝根に,謹んで敬禮
し奉 り,信心 もて鋸依 し奉 ります。
天地の清澤なるもの ・衆生 ・四受用,し かして法の保護をなし給い,聖 師
(佛)の法を保護 したまい,梵 繹(梵 天 ・帝繹),四王,天 龍,夜 叉,乾 闊婆,
摩喉羅伽,阿 修羅,迦 櫻羅,鳩 禦茶など,一切衆生が解睨すべ く,常になべて
の財物を有する有徳の主に耳を傾けたまえ。
佛世尊の功徳によって漏たされず,聖 なる法の功徳によって滞たされず,聖
なる信團の功徳によって瀬たされず,無 上の磨報の功徳によって満たされない,
千萬一億の数に及ぶ劫では,三寳は名だけでも得がたきものなのに,萬 に一つ
(?)の身を得 し,聖なる紳通者たる女后の言葉に耳を傾けたまえ。
(39)
南無佛,南 無法,南 無僧,南 無三賓,南 無世尊,[
(11)
]菩提渉婆詞1
結 語
本誌の前號に前孚部分を載せてから,一年の うちに,ソ ビエ トが解燈 してレ
ニングラードもサンクト・ペテノレブルグと薔稻に復した。本來なら小文の題名
も攣更すべきであるが,こ れは績篇でもあり手を鯛れずにおいた。したがって
レニングラードとい う名構を用いることに他意があるわけではない。またこの
篤本の寓眞を提供して呉れるよう東洋學研究所に申請していたのに封しては,
1991年8月2日付けの手紙 で正式に担否された。理由はモスクワのサフロノフ
教授が以前よりこの寓本を研究してお り,公刊を希望しているからとい うもの
である。我々は同教授の仕事が一 日も早 く完成して,篤 本の全貌があきらかに
なることを心から望むものである。その鰍 こは,手 控えのノートに檬った筆者
の杜撰な報告は全 く無用のものとなるに違いない。
最後に小文は平成三年度科學研究費(一 般研究C)「十世紀敦焼言語生活史
の研究」および三菱財團による同年度の助成 「中央アジア登現寓本による多言
語社會の研究」による研究成果の一部であることを附記する。
(11)南 無 佛 か らか ら南 無 世 尊 ま で はnamobuddhaya,namodharmaya,namosamg臨ya,
namoratnatrayaya,namobhagavateと分 か る。 敦 煙 チ ベ ッ ト篤 本 の サ ンス ク リッ トとチ
ベ ッ ト語 の 封 繹 佛 教 語 彙 集(P.t.849)では,そ の最 初 に 同 じ く三 賓 に館 依 す る 語 が翠 げ られ て
い る。 ち な み に そ の チベ ッ ト語 部 分 の 綴 字 は以 下 の如 くで 若 干 異 な っ て い る;namo'butha
ya',namodarmaya,,namosanggaya',namoradnatrayaya'。Joseph
Hackin,Fo㎜π`α`r83朋3σr`≠・'ε66'α動 ぬXθ ∫∫≧σZ8(Paris,1924)の該 當 箇 所 を 参 照 。 そ れ
以 降 「__」 の 部 分 は不 明 。 た だdny線aは 多 分j負anaで あ ろ う。 上 記P.t.849で は サ ン
ス ク リッ トのj触 は,9・kya,'9・kya,ya,'gya(語頭),9・nya(語 中),d・nya(語末)な ど
と複 雑 な 表 記 を 受 けて い る。 この テキ ス トの 例 は 語 末 位 置 に な い が,P.t・849の 語 末 の 表 記 法
に一 致 す る。 また 最 後 の 部 分 はbodhisvahaで 問 題 な か ろ う。
(40)
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p.15左 欄 下 か ら7行 目
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